
J-ERW

岩石風化促進技術研究組合のご説明
～目的および目標～

理事 中垣隆雄

Japan Enhanced Rock Weathering Technology Collaborative Innovation Partnership
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岩石風化促進技術研究組合

設立の経緯
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https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/
03452/020500001/?ST=singleview

昨年は2位 4位
（昨年1位のAIエージェントは19位）

3月にテレビ東京WBSで放映されました
https://txbiz.tv-tokyo.co.jp/wbs/feature/post_337155

日経xTECH テクノロジー未来投資指数ランキング 2026
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海外のERWプロジェクト
VESTA(OAE)

UNDO(英国，農地ERW)

Eion(農地ERW)

Mati(農地ERW)

Alkali earth
(農地ERW)

Lithos
(農地ERW)

Crew(下水ERW)



Terradot(ブラジル農地) Alt carbon(インド農地)
Terradot

30万トンのCDRに対し
$58.2(約862億9千万円)

Microsoft/Googleから資金提供

（同社ホームページから引用）

Alt carbon
2030年までに500万トン
（同社ホームページから引用）

5



鉱物化・ERW・AE TOP8（2026年5月cdr.fyiによる）
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供給者 配給済み トン 売却済み トン 技術 

O.C.O. Technology 50,059 115,291 Mineralization

CarbonCure 11,759 24,760 Mineralization

Alt Carbon 11,513 32,976 Enhanced Weathering

Lithos 8,117 179,704 Enhanced Weathering

Planetary 5,127 125,699 Alkalinity Enhancement

GreenSand 2,752 3,538 Enhanced Weathering

Eion 1,248 101,744 Enhanced Weathering

Mati 1,171 13,956 Enhanced Weathering

購買者 購入済みトン 

Microsoft 37,089,157

Frontier Buyers 1,841,384

Altitude 1,450,030

Google 1,148,732

JPMorgan Chase 641,706

Airbus 400,000

Equinor 330,000



カーボンクレジットの種類
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国連・政府
主導のコン
プライアン
ス市場

国連主導
京都メカニズムクレジット
（JI/CDM)

二国間取引
二国間クレジット制度（JCM)
その他パイロットプログラム

国内制度
J-クレジット 国内ではバイオ炭
CCER（中国）
ACCUs（豪州）

民間主導ボランタリー
クレジット市場

VCS，Gold Standard
ACR，CAR
国内ではJ-ブルークレジットなど

まずはJブルークレジットをまねて立ち上げ，一部はJ-クレジットへ
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岩石風化促進技術研究組合
設立の原点

NEDOムーンショット事業
“A-ERW“のご紹介



日本型ERWの成功のカギ
→岩石と場の特性活用
（地産地消型）
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岩石採掘
粉砕

輸送
アルカリ玄武岩

蛇紋岩・橄欖岩

3条件の重なる場の選定
＝ERWに適した岩石地層
×砕石業・粉砕業の事業所
×ERWの適地砕石事業所

石垣島

つくば市

(台湾）

鹿部町

札幌市

与謝野町

本庄市

壮瞥町

橄欖岩・蛇紋岩
日高
高知
秩父

雨竜町

玄武岩
大館市
函館市

福井市

高品質なクレジット
→高い精度・確度の炭素会計データ

＋

農地
休廃止鉱山

将来的には
建設発生土



NEDOムーンショット事業 A-ERW
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2022～2024 A-ERW，産総研
↓SG，統合

2025～2027 A-ERW
↓SG 

（2028～2029）



SMART CDR Student Competition 2025/2/25~27@CLIMIT Summit in Norway

セミファイナル24チームには3チーム全てが選定

ファイナル6チームに2チームが選定
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北大工チームがWinnerに選定
京都府大・北大農チームはTechnical Awardを受賞

A-ERWは国際的に認知・高評価
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全てに満点の技術なし

休廃止鉱山 農地散布
気固接触ハウス
（鉱物化）

ハタナカ昭和 日高事業所 （橄欖岩）



A-ERWチーム体制の強みを生かしたクレジット
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クレジット化における
A-ERWの農工連携の意義

＝確度×ポテンシャル
◆ 塩基性苦鉄質岩を代表とするERWに適し

た岩石が広く分布 →地産地消
✓ 輸送によるCDR控除量の削減
✓ 地域産業活性化・収益化
◆ 高温多雨，水田稲作中心
✓ 酸性寄りの土壌，水流による溶脱促進
◆ 山・河・海が近い島国 →海外JCM展開
✓ 溶脱Ca/Mg/Fe，DICを含む地下水の行先

と到達時間がある程度の確度で予測可能
✓ 河川と海洋でのアルカリ化寄与の計上必須

ブルーカーボンとmCDRの活性化連携
◆ LCA/TEAツールでワンストップ →PJ計

画立案からクレジット価格評定まで

低
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付
け

CDRポテンシャル
コベネフィット

三位一体で年間数百万トンを目指す

農地散布

休廃止鉱山

鉱物化
ハウス

橄欖岩・蛇紋岩
建設発生土
スラグ等

ERWの起点・採石事業者と強力な連携
✓ 行政の許認可済み
✓ 林道などの輸送ルート確保済み
✓ 重機・粉砕機・荷役などアセット保有
✓ 端材ダストの有効利用

栽培期のみ
年1回の結果
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岩石風化促進技術研究組合

概要説明
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施行文 20260304イ第5号 令和8年３月５日（木）
経済産業大臣名で許可

法人設立登記日（成立日）2026/03/11（水）
法人番号 8430005015430
名称 岩石風化促進技術研究組合 略称J-ERW
事務所所在地 〒001-0021 

北海道札幌市北区北21条西12丁目２
北大ビジネス・スプリング内

設立時組合員 3法人1大学1個人（※増強予定）
株式会社 鉄山協和組
株式会社 ハタナカ昭和
株式会社 アーステクニカ
国立大学法人 北海道大学
中垣隆雄
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工業的鉱物化農地散布 休廃止鉱山

CDRクレジット
（ボランタリー市場の

設計と実践）

炭素会計法開発
（LCA/TEAツール＋データ）

MRV
プロトコル開発

MRV・クレジット
確度

CDRポテンシャル
コベネフィット

高

低

J-ERWの研究開発方針

※研究開発機関であって，認証機関ではない
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炭素会計DB CO2の固定化量の算出に関わるERW事業の全データ

炭素会計DB＋LCA/TEAツール

地理的分布データ
地質・岩石の分布
関連事業者の地理的位置
事業可能・困難箇所（林道などGISデータ）

前処理データ
岩石層からの一次採取エネルギー
破砕・輸送エネルギー（砕石業から提供）
粉砕・散布のエネルギー 等
＋（関連バックグラウンドデータ）

CO2固定量データ
ポテンシャル・鉱物化速度
溶脱・河川/海洋への流出
農地散布炭素収支（土壌有機炭素等含む）

コベネフィットデータ
休廃止鉱山・森林・農地散布

A-ERWのアプリケーションに応じた
数理モデル

✓気固接触ハウス：物質輸送・反応モデル
✓休廃止鉱山：1D地化学反応輸送モデル，

海洋平衡モデル
✓農地散布：1D反応輸送モデル

詳細炭素収支モデル 風化事業中・後のデータ
鉱物化ハウス運転エネルギー
ポスト処理エネルギー 等

年間CDR量の予測とコスト推算に基づく事業の計画と投資判断
クレジット価格の妥当性判断

産総研開発LCA/TEAツール（取扱：AIST Solutions）

ステージゲート前
のデータのみ

※SG後のデータ開発
はMS事業で実施中



標準(規格)・認証制度，基準 J-ERWの位置づけ
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Cascade Climate

強制任意

デジュール化
(公的団体等による標準化)

フォーラム化
(複数の団体・企業等が
協力して自主的に作成)

デファクト化
(公的な標準化団体を介さず
市場や業界に広く採用され

結果として事実上標準化)

自主的取組
／

学術的検証段階

puro.earth
適用

Technology assessment

一部
要求

Evidence

指令，
規則，決定

ISO

基本的な考え方の提供

Evidence

Evidence

Enhanced Weathering Alliance

※具体名は一例であり、対象としての限定ではない

学術的検証段階から
デファクト化までの
流れを支援できる
仕組みが不足

● 現時点では標準，ガイドライン，炭素会計基準，規格全ては強制ではなく任意
● 業界の自主的取組による事実上強制のルールもなし
● データ・エビデンス蓄積前に各種認証制度が乱立気味

ISOMETRIC

VERRA

ICROA Integrity council

J-ERW

ムーンショット事業A-ERW

COI-NEXT “Co-Junkan” PL
菊池康紀教授の資料を改変

Mission Innovation

IPCC CDR/CCUS Guidance
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組合員：
• 〇試験研究に実質的に関与，成果を直接/間接に利用する主体
• ×単なるクレジット購入希望，購入関心，情報収集，将来取引，

CSR目的

非組合員の関与：
• ×賛助会員、準会員、情報会員、研究会員
• 導入検討・情報収集目的企業：説明会，有償セミナー，有償コ

ンサル，共同研究契約等
• 費用負担や情報提供範囲，成果利用，利益相反管理：6月理事

会で正式に決定予定
• 非組合員への情報提供：〇公開情報，一般説明資料，契約で明

示された範囲に限定 ×組合員限定情報，他社データ，未公開
MRV・LCA/TEA方法論，個社機密情報

有償コンサル：
• 技術助言，LCA/TEA予備評価，導入可能性検討等に限定
• クレジット発行，販売，認証，第三者保証を約束せず

組合員と非組合員の差異



20

共同研究：
• 個別契約に基づき，研究分担，費用負担，成果帰属，データ利

用，発表，知財，秘密保持を明確化

寄付・協賛：
• ×会員資格，情報アクセス権，成果利用権，制度設計への関与

付与
• 受入れには理事会承認，法・税務確認要

利益相反：
• 役員，研究者，事務局，共同研究先，有償コンサル関係者等に

ついて，実際・潜在的・外観上の利益相反を申告を義務付け，
必要に応じて審議参加・議決権行使・情報アクセスを制限，外
部レビューその他必要な措置を講じる

ガバナンス
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類型 決定主体 位置づけ 金銭 情報提供 成果利用
利益相反・
第三者性

オブザー
バー／説明
会参加者

理事会方針
／事務局運

用

×会員資格
関心企業向
けの入口

無料／実
費・セミ

ナー参加費

公開情報・
一般説明資

料のみ
なし

意思決定・
研究方針・
MRV設計に
は関与不可

有償
コンサル

理事会承認
済み料金表
／個別承認

個別契約に
基づく技術

助言

有償コンサ
ル料、技術
助言料／

LCA・TEA
予備評価料

契約限定情
報のみ

契約成果物
の内部利用

のみ

認証保証不
可，組合員
限定情報提

供不可

共同研究
理事会承認

＋契約
契約に基づ
く研究参加

共同研究
費・受託研

究費

契約テーマ
に必要な範

囲

契約に定め
る範囲

自社評価・
標準化判断
から除斥

組合員
総会／定

款・規約に
基づく手続

技術研究に
実質関与す

る主体
賦課金

組合員限定
情報／他社
機密は除外

定款・規
約・契約に

基づく

加入審査
成果利用

標準化管理

寄付・
協賛者

理事会個別
承認＋税・
法務確認

支援
×会員資格

寄付金・協
賛金

原則公開情
報のみ

なし
謝辞等は限

定可

対価性・優
遇・情報提
供との結び
付け禁止

外部関与類型 5つのタイプ（予定）



22

将来的な認証機能の分離・独立の案

非競争領域での共同研究

組合の活動内容・成果物
標準MRV・炭素会計法

「組合員全体の共通利益」

活動予定成果
・中立公正な炭素会計法の開発
・LCA/TEAツールによる事業計画
・クレジット評価技術の開発
・妥当なコストで手続き的正当性を

確保したMRVプロトコルの開発

Ａ-ERWムーンショット事業
研究開発項目Ｄ
• VCM設計
• クレジットの試行

2025～2027年度（SG）～2029年度

岩石風化促進技術研究組合 一般社団法人化

• VCM運営
• クレジット認証機関
「J-ERWクレジット®」

の発行とブランド維持
• コベネフィット認証
• MRV代行
• クレジット品質保証
• 保険，バンク機能
※一部はJ-クレジット化

委託研究・共同研究等

2030年度を目途

第3者検証機関

クレジットの品質担保

ERW
実施主体

•砕石業
•ゼネコン
•JA・営農
•自治体から
の委託者
•ベンチャー

関連
ビジネス

•クレジット
バイヤー
•コンサルテ
ィング
•機器開発販
売

ビジネス
チャンス！
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